
 

８１ 

 

すべての保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分が子どもの年齢だったらどうか？を想像して、子どもの意欲を引き出し自主性

を伸ばすための言葉かけについて、皆さんで一緒に考えてみましょう。 

私たち自身が言われて、やる気がなくなったりする言葉や、子どもだったら

どうか？も考えてみましょう。 

 

① 自分が言われて、落ち込んだり、やる気がなくなったりする言葉 

② 自分が今のお子さんの年齢だったら、嫌だったり、やる気がなくなる言葉 

 

５-１-① 
 

言葉かけ 
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自分が言われて嬉しくなる言葉と、もし自分が子どもだったら、 

どんな言葉をかけられたらやる気が出るのか？を考えてみましょう。 

 

ワーク全体を通して、気づいたことや、自主性を伸ばすための言葉かけに

ついて、これからできそうなことをまとめてみましょう。 

 

 

 

 

① 自分が言われて元気が出たり、嬉しくなる言葉 

② 自分が今のお子さんの年齢だったら、言われて嬉しかったり、やる気が出る言葉 
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すべての保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近自分が子どもにかけた言葉をふりかえりながら、子どもの意欲を引き出し、 

自主性を伸ばすための言葉かけについて皆さんで一緒に考えてみましょう。 

自分が言われて、やる気がなくなったりする言葉や、あなた自身がかけた言

葉で、子どものやる気をなくさせた言葉を考えてみましょう。 

① 自分が言われて、落ち込んだり、やる気がなくなったりする言葉 

② 自分がかけた言葉で、子どもが嫌な気持ちになったり、やる気をなくさせたと思う言葉 

５-１-② 言葉かけ 
 



 

８４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分が言われて嬉しくなる言葉と、あなたがかけた言葉で、子どもがやる

気が出た言葉を考えてみましょう。 

ワーク全体を通して、気づいたことや、自主性を伸ばすための言葉かけに

ついて、これからできそうなことをまとめてみましょう。 

 

 

 

① 自分が言われて元気が出たり、嬉しくなる言葉 

② 自分がかけた言葉で、子どもが喜んだり、やる気になったと思う言葉 
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資料1 茨城県教育委員会発行 「平成30年度 家庭教育ブック P９ 」より転載 
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資料 2 茨城県教育委員会発行 「平成30年度 家庭教育ブック P5 」より転載 
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資料3 
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すべての保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大切なわが子の心や体が、ずっと健やかでいてほしいと願うのは、皆さん同じだと思います。

愛おしいわが子の絶対的な味方でいるために、性と生について皆さんで学んでみましょう。 

このお話を通して、あなたが感じたことや気づいたこと、気になったこと 

などはありますか？ 

 

 

あなたは、お子さんの性について、気になることや心配なことはありますか？ 

（一般的なことでも構いません） 

５-２ 
 

大切なあなたの大切な心と体 
 

今日は、この本を読んでみますね。 

少しの時間、耳をすませて聴いてください。 

途中で、いろいろな気持ちや考えが浮かんでくるかもしれませんが、そのままで大丈夫です。 
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今日、皆さんとお話ししてみてどうでしたか？ 

大切なお子さんの心と体を守るために、親として何ができるのでしょうか？ 

気づいたことやこれからの子育てに活かせそうなことをまとめてみましょう。 
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P90～P99 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 
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P90～P99 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

９２ 

 

 

 

 

 

P90～P99 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 
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P90～P99 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 
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P90～P99 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 
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P90～P99 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 
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P90～P99 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 
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P90～P99 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 
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P90～P99 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 
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P90～P99 は、著作物関係のため、ホームページの掲載はしておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１００ 

 

すべての保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理想の親ではなく、いけない親になるための行動や言動を考えることを通して、日常の子育

てでは、理想通りにはいかないこともあるが、親として自分を整え、日常の子どもとの接し方

について考えましょう。 

「こうすれば、いけない親になれる」と思うことを、できるだけたくさん 

（10枚くらい）付箋に書き出して、ここに貼り付けましょう。 

それぞれ付箋に書いたものを、グループで似ているものをまとめて、多い順に 

ワークシート（別紙 家庭教育チェックリスト）に書いてみましょう。 

今日、皆さんとお話ししてみてどうでしたか？ 

気づいたことや、これからの子育てに活かせそうなことを、まとめてみましょう。 

５-３ 
 

 

いけない親になるために 
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10  

家庭教育チェックリスト 
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資料1 茨城県教育委員会発行 「令和元年度 子育てアドバイスブック クローバー裏表紙」より転載 
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資料2 茨城県教育委員会発行 「令和元年度 子育てアドバイスブック クローバー P26」より転載 
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◎ このワークは、○○を変えることができますので、参加者に合わせてアレンジしてください。 

   （例） いけない父親になるための方法 

         いけない祖父母になるための方法 

         いけない受験生の親になるための方法   など 

◎ 「いけない親」については、自分の日常行っている行動や言動だけでなく、一般的にいけないと 

   言われていることでも良いことを伝えましょう。 

◎ チェック項目を気にしすぎると、自分を責めたりしてストレスを抱えてしまうことになりかねません。 

   「そんな自分も受け入れて、よしよしと頭をなでてあげましょう。」の様な一言も必要かもしれません。 

◎ 和気あいあいとした雰囲気の中で、子育ての仲間づくりに繋がるよう促しましょう。 

◎ 出来上がった「家庭教育チェックリスト」は、PTA 等の広報誌に掲載して、参加できなかったすべて   

   の保護者に配布することもできます。 

 ファシリテーターの方へ 

いけない○○になるための方法 



 

１０５ 

 

すべての保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-４ 
 

○○の熱気球 （ランキングを考えよう） 

 みんなそれぞれ考え方や価値観に違いがあります。そのことをお互いに尊重し合い

ながら、自分自身のものの見方や考え方を客観的に整理してみましょう。 

 

10個考えて、付箋に書いてみましょう。 



 

１０６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  

⑧  

⑨  

⑩  

私の熱気球ランキング 

 

すべての保護者対象 
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すべての保護者対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-４ 
 

私の大切なもの 熱気球  
（ランキングを考えよう） 

 みんなそれぞれ考え方や価値観に違いがあります。そのことをお互いに尊重し合い

ながら、自分自身のものの見方や考え方を客観的に整理してみましょう。 

私の大切なもの 

 

10個考えて、付箋に書いてみましょう。 
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① 

② 

③ 

④ 

➄ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

私の熱気球ランキング 

私の大切なもの 

すべての保護者対象 

 



 

１０９ 

 

4.  カード（付箋）を１枚選んでもらい、気球の絵の⑩に貼ってもらいます。 

5.  以下の文を読む。 

 

  5-4     ○○の熱気球 
    （ランキングを考えよう） 

みんなそれぞれ考え方や価値観に違いがあります。そのことをお互いに尊重し合いながら、 

自分自身のものの見方や考え方を客観的に整理してみましょう。 

テーマは、自由に決めることができます。 

（例）私の大切なもの・将来わが子に持ってっていてほしいもの・親としてわが子に伝えておき

たいこと 等 

1.  ワーク 1を配布する。（付箋紙10枚×人数分・筆記用具・カラーペン） 

2.  参加者は、テーマに添ったものを1つずつ付箋に記入し、ワーク１に貼る。 

3.  ワーク２を配布してから、以下の文を読む。 

あなたは今、海の上を気球に乗って旅しています。 

 ところが、気球の高度がだんだん下がってきてしまいました。このままでは海に落ちて

しまいます。海には人食い鮫がうようよ泳いでいます。 

 そこで、気球に乗せている○個の荷物の内、１つを海に捨てることにしました。 

皆さんに配られているカード（付箋）がその荷物です。さあ、１つ捨ててください。 

ところが、気球はまだ落ち続けています。もう１つ荷物を捨ててください。 

6.  これを繰り返し、すべてのカード（付箋）を指定箇所に順位づけて貼ってもらいます。 

7.  以下の文を読む。 

すべての荷物を捨ててしまったわけですが、やっぱり、どうしても捨てられないという 

箇所にラインを引いてください。 

8.  この作業の後、グループで「どうしてそのような順番に並べたのか」「なぜ、そこにライン 

を引いたのか」について話し合います。 

9.  最後にふりかえりをしましょう。 


